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ヘニング・ノスケ執筆 

 

ブラウンシュヴァイク： 各地域の代表と 

フォルクスワーゲン社の前筆頭役員とが 

揃って、日本の古式に則って鏡開きをし、 

酒樽の中の貴重な美酒を味わったが、それと

同じような、あるいはもっと強固な連帯が、

ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク  - パ イ ネ  -    

ヴォルフスブルク地区に求められている。 

そして、独日協会は酒樽を用意して、その 

回りでこの 3 地区が連帯できるように配慮

してくれたのだった。 

独日協会ブラウンシュヴァイク - パイネ - 

ヴォルフスブルクは設立 35 周年を迎え、 

日本酒とゼクト (発泡ワイン)、世界の政治

の動向についての談話や少々もの悲しげな

詩の朗読、そして歌などでその 35 周年を 

祝った。 

 

ドイツ語（Heidenröslein） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウンシュヴァイクの旧市庁舎の一角で、

100 名 以 上 の 参 加 者 が 「 の ば ら 」 を    

ドイツ語と日本語で歌った (囲み記事を 

参照)。会場は、ドイツ人も日本人も同様に 

ずっと浸っていたいと願うような心地よい

感慨と感傷的な気分に満たされた。ゲーテの

「のばら」にブラウンシュヴァイク出身の 

作曲家ハインリヒ・ヴェルナー (1800-

1833) が曲を付けた。日出づる国にもこの

曲を好む人が大勢いる。日本の子供達は誰で

もこの曲を知っているそうだ。 

ブラウンシュヴァイクには 150 名の日本人

が居住しており、日本企業が 25 社拠点を構

えているニーダーザクセン州には 1,700 名

が居住している。 

 

 

 

日本語（のばら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは文化的、経済的、そして政治的に見て、

大変素晴らしい連帯関係を表しているの 

ではないかと、安沢隆男日本総領事は言う。

同氏はハンブルクからわざわざ出向いて 

きた。「バローグ・クラウス夫人に挨拶   

しない人はいませんね」と同氏は言う。 

総領事が名を挙げた杏色の着物の女性は、

輝子 バローグ・クラウスさんという。彼女

は独日協会ブラウンシュヴァイク - パイネ 

- ヴォルフスブルクの代表であり、33 年間

役員を務めている。ヴォルフスブルクの  

フォルクスワーゲン社に協力し、日本通で 

あり、親日家であり、極東市場の開拓者でも

あるフォルクスワーゲン社筆頭役員 (当時) 

のカール・H・ハーン氏に協力できたことを

大変名誉なことだと感じている。  

フォルクスワーゲン社もまた独日協会の 

プロジェクトを力強く支援した。ハーン教授

も ま た こ の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク で   

開かれた 35 周年祝賀の夕べでは、祝福する

側として大変友好的であった。同氏はすでに

91 歳であるのだが、まるですばしこい  

オンラインジャーナリストか何かのように、

乾杯の光景のスナップを自身のスマート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォンで精力的に撮影していた。 

ドイツと日本との友好にとってとても 

大切な一日となった。安沢総領事はこの日の

午後、アントン・ウルリヒ公美術館を訪問し、

フェルメールの実物を間近で鑑賞した。 

「日本ではポスターやデジタル画像しか 

観 る こ と が で き ま せ ん 。 日 本 人 は     

フェルメールを大変高く評価しています」と

同氏は 言った 。そ の後 同氏は ブラ ウン   

シュヴァイクのゲオルク・エッカート研究所

で、教科書による平和への貢献について  

見聞を深めた。教科書にも相手のことを  

思いやると言うことが書かれている。 

これから日本には大きな転機が訪れる。

2019 年に明仁天皇が退位し、徳仁皇太子が

天皇に即位する。G20 が大阪で開催される。

2020 年には東京でオリンピック競技が開催

される、などだ。「まだまだやることが沢山

あります」と安沢氏は言う。 

これから現場でしなければならないことが

沢山あるのは、ウルリヒ・マルクルト市長 

(ブラウン シュヴァ イク) 、クラウ ス・   

モ ー ア ス 市 長  ( ヴ ォ ル フ ス ブ ル ク ) 、   

そして ガプリ エレ ・ハ ントケ 市長 代行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(パイネ) にとっても同じである。 

彼らもまた、その担当地区にある、高名な 

都 市 計 画 お よ び 建 築 委 員 長 で あ っ た   

コンラート・ヴィーゼのイニシアティブで 

ブラウンシュヴァイクに設立された独日 

協会の設立 35 周年を祝った。 

20 歳の伊勢直也氏が 2011 年の東日本  

大震災 時のド イツ から の多大 な援 助に  

対する感謝を謙虚な様子で述べた際は、  

旧市庁舎が感動に包まれた。彼は当時、最も

激しい被害を受けた東北地方の (宮城県) 

雄勝中学校を訪れた。校舎は完全に破壊され、

街の家々も損壊が激しく、多くの人が命を 

奪われるか重い怪我を負った。 

当地では、30 名以上の生徒達が中心と 

なって、津波によるトラウマにも負けず、 

古タイヤに荷造り用のテープを貼って太鼓

を造り、調理用の菜箸で叩いて演奏した。 

本紙の読者の援助もあって、2012 年、この

生徒達による復興輪太鼓のグループを当地

に招待し、コンサートを開くことができた。 
当時 14 歳で、今は静岡大学で海洋学を学ぶ

伊勢直也さんは、このことについての感謝を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感動的な言葉で述べた。「皆さんの援助が 

あったお陰で、私たちは諦めずに前向きに 

進むことができました」と彼は言った。 

国立歌劇場のメゾソプラノであるタナカ・

マ サ ミ さ ん が 、 ヒ サ エ ・ オ オ ツ カ  -     

シュトローさんのピアノ伴奏で、沖縄地方に

伝わる子守歌のほか、春の歌や桜の花の歌を

ドイツ語および日本語で歌った。昇りゆく 

太陽を心に感じる夕べであった。 

大学生・伊勢直也さんが 2011 年の 

東日本大震災時の当地域からの援助

への感謝を述べる。通訳は、まゆみ・

ラドンさん。 

酒樽を囲んで木の器で乾杯、これは日本の伝統的な「枡」という器である。 (左から)：輝子 バローグ・クラウス、安沢隆男総領事、ウルリヒ・マルクルト、ガプリエレ・ハントケ、クラウス・

モーアスの各氏。精力的に撮影しているのは、フォルクスワーゲン社の前筆頭役員カール・H・ハーン氏。 

独日協会ブラウンシュヴァイク-パイネ-ヴォルフスブルク 

が設立 35 周年。独日の友好に大きく貢献。 


